
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
五
年
農
林
水
産
省
令
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
勧
奨
に
つ
い
て
の
配
慮
）

（
勧
奨
に
つ
い
て
の
配
慮
）

第
二
十
五
条
の
二

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
認
定
団
体
は
、
同
項
の
勧
奨
を
す
る
に
当
た
り
、
同
項
の
認
定
農

業
者
の
う
ち
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
交
付
金
の
交
付
を
受
け
て
、
農
業
経
営
の
規
模
の
拡
大
若
し
く
は
生
産

方
式
の
合
理
化
に
要
す
る
費
用
の
支
出
に
備
え
る
た
め
当
該
交
付
金
を
準
備
金
と
し
て
積
み
立
て
、
又
は
当
該

準
備
金
を
取
り
崩
し
、
若
し
く
は
当
該
交
付
金
を
用
い
て
農
用
地
を
取
得
し
、若
し
く
は
租
税
特
別
措
置
法（
昭

和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
又
は
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定

農
業
用
機
械
等
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
農
業
用
機
械
等
」
と
い
う
。）で
そ
の
製
作
若
し
く
は
建
設
の

後
事
業
の
用
に
供
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
を
取
得
し
、
若
し
く
は
特
定
農
業
用
機
械
等
を
製
作
し
、
若
し
く

は
建
設
し
て
当
該
農
用
地
若
し
く
は
特
定
農
業
用
機
械
等
を
農
業
の
用
に
供
す
る
者
が
い
る
と
き
は
、
当
該
認

定
農
業
者
に
対
す
る
利
用
権
の
設
定
等
又
は
農
作
業
の
委
託
が
行
わ
れ
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
十
五
条
の
二

法
第
二
十
六
条
第
一
項
の
認
定
団
体
は
、
同
項
の
勧
奨
を
す
る
に
当
た
り
、
同
項
の
認
定
農

業
者
の
う
ち
に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
交
付
金
の
交
付
を
受
け
て
、
農
業
経
営
の
規
模
の
拡
大
若
し
く
は
生
産

方
式
の
合
理
化
に
要
す
る
費
用
の
支
出
に
備
え
る
た
め
当
該
交
付
金
を
準
備
金
と
し
て
積
み
立
て
、
又
は
当
該

準
備
金
を
取
り
崩
し
、
若
し
く
は
当
該
交
付
金
を
用
い
て
農
用
地
を
取
得
し
、若
し
く
は
租
税
特
別
措
置
法（
昭

和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
二
十
四
条
の
三
第
一
項
、
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
又
は
第
六
十
八
条
の

六
十
五
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
農
業
用
機
械
等
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て「
特
定
農
業
用
機
械
等
」と
い
う
。）

で
そ
の
製
作
若
し
く
は
建
設
の
後
事
業
の
用
に
供
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
を
取
得
し
、
若
し
く
は
特
定
農
業

用
機
械
等
を
製
作
し
、
若
し
く
は
建
設
し
て
当
該
農
用
地
若
し
く
は
特
定
農
業
用
機
械
等
を
農
業
の
用
に
供
す

る
者
が
い
る
と
き
は
、
当
該
認
定
農
業
者
に
対
す
る
利
用
権
の
設
定
等
又
は
農
作
業
の
委
託
が
行
わ
れ
る
よ
う

配
慮
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 木曜日 (号外第号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
農
業
の
担
い
手
に
対
す
る
経
営
安
定
の
た
め
の
交
付
金
の
交
付
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
規
定
は
、
令
和
四
年
産
の
対
象
農
産
物
（
農
業
の
担
い
手
に
対
す
る
経
営
安
定
の
た
め
の
交
付
金
の
交
付
に
関
す

る
法
律
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
対
象
農
産
物
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
同
法
第
四
条
第
一
項
の
交
付
金
か
ら
適
用
し
、
令
和
三
年
産
の
対
象
農
産
物
に
係
る
同
項
の
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

〇
農
林
水
産
省
令
第
二
十
九
号

所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
八
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

金
子
原
二
郎

〇
農
林
水
産
省
令
第
三
十
号

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
六
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
六
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
農
政
局
長
に
委
任
す
る
権
限
を
定

め
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

金
子
原
二
郎

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
六
十
四
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
農
政
局
長
に
委
任
す
る
権
限
を
定
め
る
省
令

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
第
二
十
二
条
の
二
第
九
項
第
二
号
（
同
条
第
十
五
項
（
同
法
第
二
十
二
条
の
三
第
五
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合

並
び
に
同
法
第
二
十
二
条
の
三
第
五
項
及
び
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
農
林
水
産
大
臣
の
権
限
は
、
計
画
策
定
市
町
村
の
区
域
を
管
轄
す
る
地
方
農
政
局
長
に
委
任
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
の
施
行
の
日
（
令
和
四
年
四
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省

令
第
一
号

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
条
第
六
項
、
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
第
九
号
、
第
三
項
第
三
号
及
び
第
十
七
項
並
び
に
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に

同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
地
域
脱
炭
素
化
促
進
事
業
計
画
の
認
定
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
三
十
一
日

農
林
水
産
大
臣

金
子
原
二
郎

経
済
産
業
大
臣

萩
生
田
光
一

国
土
交
通
大
臣

斉
藤

鉄
夫

環
境
大
臣

山
口

壯


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